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金融知識 

 

  

C02 自治体職員のための金融基礎講座（日本経済と金利の動向②） 

平均所要時間 ６０分 

対象業務 財政、起債、資金運用、地方公会計、一般会計各事業、公営企業各事業 

難易度 ★☆☆ 

学習の目的 経済の規模を示す GDP（国内総生産）、物価動向、米ドルと日本円の交換レートである外国為

替相場ついて、基礎的な知識を習得する。 

前提知識 高校卒業程度の経済・金融の知識 

学習目標 「学習の目的」と同様 

コース構成 １．国内総生産（GDP） -名目と実質-  ［２１：５４］  

経済の規模＝国内総生産（GDP）の推移 ／ 国内総生産の考え方 ／ 経済成長とは？ ／ 

名目と実質 ／ 名目成長率と実質成長率 ／ GDP（名目・実質）と GDP デフレーターの推

移 ／ 経済活動別国内総生産（名目） ／ 名目 GDP（GDE）の構成 ／ 国内総支出

（GDE） ／ 名目GDP寄与率（民間・公的・輸出入） ／ 【参考】寄与度の読み方 ／ 三面等

価の原則 

 

２．物価の変動 -インフレとデフレｰ  ［９：１４］  

物価の指標 ／ インフレとデフレ ／ 消費者物価上昇率の推移（年度別） ／ 消費者物価

指数の長期変動（月次） ／ 消費者物価指数推移（財とサービス） 

 

３．為替相場、経常収支  ［８：５２］  

銀行が示す外国為替相場 ／ 為替相場（円・米ドル）日次推移 ／ 為替相場変動（円高・円

安）の影響 ／ 経常収支の推移 ／ 【参考】経常収支の内容 ／ 経常収支の内訳と長期推

移（年次） 

 

４．経済動向を知るための公的資料  ［９：１７］  

経済の動きを知るための情報 ／ 月例経済報告（内閣府） ／ 日銀短観（全国企業短期経済

観測調査） ／ 業況判断指数（DI）のグラフ ／ 四半期 GDP（内閣府） 

 

【参考】「出前講座」「実務支援」（個別相談）のご紹介 ［２：５９］ 

 


